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　　　　　　　　　 1．緒 言

　機械 の 軽量 化，高 出力化 に伴 い
， 機械部 品 の 表

面 を創 製 ・強化 し，耐久信頼性 の 向上 を図 る こ と

が重 要な課題 とな っ て い る。高硬度微粒 子 の 高速

衝 突を利用 し た表 面創 製処 理 法 は ， 材料依存性 の

少 な い ，省 エ ネル ギ ー，低 コ ス ト，エ コ ロ ジカル

技術 と し て ， また ， 高付加 価値製 品をっ くる ため

に ，種 々 の 分野 で そ の 利用が拡大 され っ っ あ る。

　本研 究で は，摺動部品へ の 適用 を対象に，SKD11

の研削仕上面に対 して微粒子衝突処理 を施 し ， こ

れ に つ い て摩耗試験を行 い
， 微 細なディ ン プ ル か

らな る創製 表 面 の 摩 擦 トル ク や摩 擦係数，表面損

傷などに つ い て基礎的検討を行 っ た。

　 　　 　　　 　　 2．実験方法

　本実験 に使 用 した材料 は ， 調質（焼入 ；1030℃ ・

30 皿in，焼 戻 し ；520 ℃ ・60min 　 2 回 ，
　 HV690 ）した

合金鋼工 具鋼 の SKDII で あ る。 試験片は直径 6．35  ，

長 さ32   で あ る が ， 表 面 は 心 な し研削 に よ っ て 0．8

μ mRy 以 下 に仕上げた 。 実験に は 研削の ま ま の もの

（研削材 ）と こ れ に 微 粒 子 衝 突 に よ り表 面 創 製 を施

した も の （処 理 材 ）の 2 種類 を用 い た。微粒 子衝突

処 理 は 1 段 目 に ハ イ ス ＃ 150 （直圧式）， 2 段 目にセ

ラミ ッ クス ＃ 300（重力式〉を用い て行っ た 。 表 1に

こ れ らの 処理条件 を示す。
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　摩耗試験 には ，
フ ァ レ ッ ク ス 型摩耗試験機（神鋼

造機）を使用 し た 。 図 1 に そ の概要を示 す。 た だ し ，

相手材 の V ブ ロ ッ クにはSKD11（HV730）を用 い た 。

試験は潤滑下 （エ ン ジ ン オ イ ル ，SAE　 10W−30　 SF）で

行い
， 摩擦 トル ク と摩擦係数を自動計測 し た。

　　　　　　3．実験結果および考察

　図 2 は，研 削材お よび処理材 の 三次 元 表 面 粗 さ

を示 し た も の で あ る。研 削材 の 表 面 は算術 平 均粗

さが 0．03 μ mRa ，最大 高 さが0，72 μ 皿Ryで あ り， か

な り平滑 な表面 を呈 して い る 。 こ れ に 比 較 して ，

処 理 材は 0．90μ 岨 a，9．23 μ 皿 Ryで あ り，微細 なデ

ィ ン プル が ほ ぼ
一
様に創製され て い る。

　図 3 に ， 研削材お よび処理材の断面組織を示す。

研 削材 は
一

様な マ ル テ ン サ イ ト組織を呈 して い る

が，処 理 材 で は 表面か ら約 10 μ 田 にわ た っ て エ ッ チ

ン グされに くい 組織が 認 め られ，そ の 硬 度は約 HV

850で あ る 。 これは研削材の 場合と比較す ると，HV

160程度 の 増加 になる。
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（e）As　 ground　　　　　　　 （b）F．P，bombarded

Fig．3　　Miorostructure　in　the　visin 忙y　of 　surface

　 図 4 は，摩擦 トル クと摩擦時間 の 関係 を示 した

もの で あ る 。（a ）の 研削材 の 摩擦 トル ク は 試験荷重

（454  ）に達 した後，約 1．2ksで 限界摩擦 トル ク（10
5  ・

cm ）に 至 っ た 。

一
方，（b）の 処理材 の 場合 は試

験荷重 の もとで 若 干低下傾 向を示 した後，3．5ks付

近 で
一

度 ピー
ク を呈する が，こ の 場合に は そ の ま

ま急上 昇す る こ とな く，減 少 し て ほ ぼ
一

定値と な

る。 したが っ て ， トル ク の 挙動 は表面性 状によ っ

て 著 し く異な り ， 処理 材にお い ては 2 段 に折れ曲

が る傾 向があ る 。

　 そ こ で ，処理材 にお い て ，
ピー

ク トル ク に 至 る

前の摩擦時間約 2．・5ksとそ の 後に あたる約 3．7ksで

試験機 を止め て ， 摩擦 時間に よ る 表面状態 の 変化 を

調査 し，そ の 結果を図 5 に示 した。図か ら明 らか

な よ うに，（a ）の 2．5ks の も の はデ ィ ン プル が か な

り残 っ て い る の に 対 して ，（b）の 3．7ks で は金属接

触 面 が 増加 し て い る。 こ の こ とか ら， 摩擦 トル ク

はデ ィ ン プル の 摩耗状態 に よ り大 きく影響 され る

こ とがわか っ た。

　図 6 は，研 削材お よび処理材 の 試験後の 表面状

態を示 したもの で ある。 （a）の 研 削材の 表面は 著し

く損傷 し，表面粗 さは 11．73 μ mRy ときわ め て 大 き

くな っ て い る。 しか し，（b）の 処理材で は か なり摩

耗 し て い る が ， デ ィ ン プ ル の 存在 が認 め られ ， 大

きな損傷には 至 っ て い ない 。こ の 場合 の 表面粗さ

は か な り小 さく2．13 μ mRy で ある。

　図 7 には，摩擦係数 と時 間の 関係を示 した 。研

削材 の 摩擦係 数は，454   の 試験荷重 に お い て 短時

間 で 急激 に増加 し ， 焼付 きの 様相を呈 し て い る 。

一
方 ， 処理 材で は3，5ks付近で い くぶん上昇す るも

の の ，摩擦 時 間 の 増加 に つ れ て な じん で 非常 に 低

い 値 に収 束す る。 こ れはデ ィ ン プル の 創製 に よ り

潤滑油 の 保持 ある い は油膜 の 形成が容易にな り，

ま た ， 高硬度改質層に よ り面圧 に対す る抵抗が 増

すた め，．表面損傷や焼付 きが抑制 され た も の と考

え られ る。

　 以 上 の こ と か ら，高 硬 度 微 粒 子 の 衝突 に よ る 表

面創製は，摺動部 品 の 摩擦 ・摩耗特性 の 改善に効

果的 に 利用 で き る も の と思われ る。
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9
”
8

己

鰤

 

o

（a）F．P．B（2，5ks＞　　　　　　lh）F．PB ζ3．7kの
Fig．5　　Chan呂g

　 of 　 surfaco 　 cenditions

総

縫
鯵

　 ：

广ト
轟

ド　
　　 を

1：雌ド　 み

軅
（a ）As　 ground　　　　　 （b）F．P．bombarded

　 Fi巳．6　 Surface　oond 忙ions　af ヒer 　test

＝ 0．30
．9
レ

．gO ．25

も O．20

ゼ
  0．15’6

［　O．10000

．05
　　 012345678

　　　　　　 Time （ks）
Fig．7　 Relation　between 　 coeffcient

　 　 　 　 of 　friction　and 　time

一214一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


